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あいさつ

社会医療法人同心会　理事長　　古賀 倫太郎

春のやわらかな陽ざしとともに、今年度も同⼼会に多くの仲間が加わり、新しい⼀歩を踏み出す
季節となりました。地域の皆さまには、⽇頃より社会医療法⼈同⼼会の医療・介護・福祉の活動に
温かいご理解とご⽀援を賜り、⼼より御礼申し上げます。
今年度は診療報酬改定を⽬前に控え、関係の医療機関の皆さまにおかれましても準備にお忙し
いことと思います。少⼦⾼齢化の進⾏や医療⼈材の不⾜、医療費の増⼤など、⽇本の医療を取り
巻く環境は⼤きく変化しています。今回の改定では、医療DXの推進、⼈材確保と働き⽅改⾰、そし
て医療機関の機能の明確化と役割分担が重要なテーマとして⽰されています。これらは単なる制
度改定ではなく、地域医療を将来にわたり持続可能なものにしていくための⽅向性を⽰すもので
もあります。
当法⼈の中核である古賀総合病院は、地域の急性期医療を担う基幹病院として、救急医療をはじ
めとする専⾨的な医療の提供に取り組んでまいりました。地域の医療機関の皆さまとの連携を深
めながら、必要な医療を必要な時に提供する体制を整えるとともに、急性期医療を中⼼とした病
院機能をより明確にし、地域全体で⽀える医療体制の中でその役割を果たしていくことが求めら
れています。急性期から回復期、在宅医療、介護・福祉へとつながる切れ⽬のない医療・介護・福
祉を充実させていくことが、地域医療を守るうえで重要であると考えています。
⼀⽅で、これからの医療を⽀えていくうえで、⼈材の確保と職員が安⼼して働き続けられる環境づ
くりは極めて重要な課題と考えています。当法⼈では、業務改善や効率化、DXやICTの活⽤を積
極的に進めていこうと考えています。これは単に業務を効率化することが⽬的ではなく、医師や看
護師をはじめとする医療職が、本分である患者さんや利⽤者さんのための医療・介護ケアにより
多くの時間を使えるようにするための取り組みです。医療職が専⾨職としての⼒を⼗分に発揮し、
患者さんや利⽤者さんにしっかり向き合う時間を確保することが、医療の質の向上につながりま
す。そして、そのことが職員⾃⾝のやりがいや仕事の楽しさにもつながり、「ここで働き続けたい」
と思える職場づくりにつながっていくと考えています。
こうした考えのもと、当法⼈では本年度より新たな中期計画をスタートさせました。この計画では、
「⼈が集まり、やりがいを持って、楽しく働き続けられる同⼼会」を⽬指した組織づくりを重要な柱
に掲げています。職員⼀⼈ひとりが誇りを持ち、互いに⽀え合いながら成⻑できる職場をつくるこ
とこそが、これからの地域医療を⽀える最も⼤切な基盤であると私たちは考えています。
社会医療法⼈同⼼会は、これからも古賀総合病院を中⼼に地域の医療機関や関係機関との連携
を深めながら、地域に寄り添う医療・介護・福祉の提供に努めてまいります。そして地域の皆さまに
「この地域に同⼼会があってよかった」と思っていただける存在であり続けるよう、職員⼀同これ
からも歩みを続けてまいります。
本年度も社会医療法⼈同⼼会への変わらぬご理解とご⽀援を賜りますよう、よろしくお願い申し
上げます。



 当院は住吉地区において、整形外科を中⼼とした地域医療を担う医療機関として診療を⾏って
います。病床数は急性期病棟16床、療養病床22床の計38床を有しております。主に⾻折や関節疾
患、腰痛などの運動器疾患の診療を⾏い、地域の皆様が安⼼して治療を受けられる医療体制の整
備に努めています。
 ⼿術は年間200件程を実施しており、⼈⼯関節置換術、⼈⼯⾻頭置換術、⾻接合術、⾻折観⾎
的⼿術全般を中⼼に対応しています。また、術後の機能回復や⽇常⽣活への早期復帰を⽬指し、7
名の理学療法⼠、2名の作業療法⼠によるリハビリテーションにも⼒を⼊れおり、⼊院から退院後
までを⾒据えた継続的なリハビリ⽀援を通じ、患者様が住み慣れた地域で安⼼して⽣活を続けら
れるような⽀援を⼼掛けております。
 さらに、近年増加している⾻粗鬆症に対しても、⾻密度検査をはじめとした評価や治療を積極的
に⾏っています。当院ではOLSメンバー（3名）による活動にも取り組み、多職種が連携しながら⾻
折予防および再⾻折予防に努めています。

 ⽇頃より貴院には診療連携にお
いて多⼤なるご⽀援をいただき、⼼
より感謝申し上げます。⾼齢化が進
む地域において、地域の皆様の運動
器の健康を⽀える医療機関として、
今後も地域の医療機関の先⽣⽅と
の連携を⼤切にしながら、紹介患者
様の受け⼊れにも積極的に対応して
まいります。今後ともどうぞよろしく
お願い申し上げます。

登録医のご紹介

理事長  獅子目 亨  先生

〒880-0121
宮崎県宮崎市大字島之内 6654

診 療 科 目

整形外科・リハビリテーション科・外科
リウマチ科・内科・胃腸科

TEL：0985-39-1052

獅子目整形外科病院



 当院腎臓内科では、地域の先⽣⽅と連携しながら、腎疾患の
早期発⾒から専⾨的診断・治療、透析導⼊および透析患者さん
の合併症管理まで、幅広い診療を⾏っています。
 健康診断や外来診療で蛋⽩尿や⾎尿などの検尿異常を指摘
された患者さんの中には、早期の段階で適切な診断と治療を⾏
うことで腎機能低下の進⾏を抑えられる可能性がある⽅も少な
くありません。当科では、検尿異常を認める患者さんに対して必
要な検査や画像検査を⾏い、適応があれば腎⽣検を実施し、適
切な治療を⾏っています。⾃覚症状に乏しいことが多い腎疾患
においては、早期の評価と介⼊が極めて重要であり、検尿異常
の段階から積極的に診療にあたっています。
 また、慢性腎臓病（CKD）の患者さんをご紹介いただいた場
合には、腎機能低下の原因精査を⾏い、病態に応じた治療⽅針
を提案しています。⽣活習慣の改善指導、薬物療法の最適化、腎機能悪化の進⾏抑制を⽬的とし
た栄養指導などを⾏い、地域の先⽣⽅と役割分担をしながら⻑期的な診療を⾏っています。必要
に応じて専⾨的な評価を⾏い、その後はかかりつけ医の先⽣⽅と連携した継続診療も可能です。
 さらに、慢性腎臓病が進⾏し末期腎不全に⾄った患者さんに対しては、病状や⽣活状況を考慮
しながら適切なタイミングで透析導⼊（⾎液透析・腹膜透析）を⾏っています。透析導⼊前から患者
さんやご家族に対する⼗分な説明と準備を⾏い、安⼼して治療を開始できるよう⽀援しています。
 透析患者さんに関しては、シャントトラブルへの対応も⾏っています。シャント狭窄や閉塞などに
対しては、経⽪的⾎管形成術（PTA）による⾎管拡張治療を⾏うほか、必要に応じてシャント再建術
や⻑期留置型カテーテル植込み術にも対応し、透析治療が安全かつ安定して継続できるよう努め
ています。
 透析治療開始後も、透析患者さんには⼼⾎管疾患、感染症、⾻・ミネラル代謝異常、貧⾎などさま
ざまな合併症が⽣じる可能性があります。当院は総合病院であり様々な専⾨医がおります。これら
の合併症に対して各科の先⽣⽅の協⼒も得ながら専⾨的な診療を⾏い、透析患者さんの⽣活の
質の維持と予後改善を⽬指した包括的な医療を提供しています。
 今後も地域医療機関の先⽣⽅との連携を⼤切にしながら、腎疾患患者さんに対して質の⾼い医
療を提供してまいります。検尿異常、腎機能低下、慢性腎臓病の精査、透析導⼊の検討、透析シャン
トトラブルなどがございましたら、どうぞお気軽にご紹介ください。地域の先⽣⽅と協⼒しながら、
患者さんにとって最適な医療を提供できるよう努めてまいります。

診療科紹介　腎臓内科

腎臓内科　部長　岩切 太幹志



 フィオーレKOGA看護専⾨学校は開校10年⽬の春を迎
えました。臨地実習を受け⼊れて頂いている各施設の皆
様、講義や各⾏事等にご協⼒いただいている皆様に深く
感謝いたします。
 本校は202６年3⽉7⽇（⼟）に第7回卒業証書授与式を
ホテルニューウェルシティ宮崎で開催しました。宮崎県看
護協会様からご祝辞を賜り、保護者の皆様や１・２年⽣、同
⼼会内部来賓、教職員に⾒守られ3年⽣27名が巣⽴ちました。古賀和美校⻑から卒業証書を受

け取った姿は喜びと⾃信、そして希望にあふれていました。
臨地で受け持たせていただいた患者様、ご指導いただきま
した皆様に、改めて感謝申し上げます。
 卒業⽣27名は第115回看護師国家試験に全員合格する
ことができ、4⽉から各医療機関に就職しています（1名は助
産別科進学）。県内就職者は24名（８９％）で、地域に貢献で
きる看護職として⽇々成⻑し、それぞれの場所で活躍してく
れるものと期待しています。
 2026年4⽉8⽇（⽔）には、ホテルニューウェルシティ宮崎

で第10回⼊学式を開催し、25名の新⼊⽣を迎えることができました。看護師を将来の職業として
選び、患者さんの命と⼈⽣に寄り添っていきたいと願う学⽣さんをこれからも教職員⼀同、丁寧
に⼒を合わせて育成・⽀援していきたいと思います。
 ご家族の皆様、授業を担当してくださる講師の皆様、臨地実習を受け⼊れてくださる各施設の
皆様、今後とも学校運営にご理解とご協⼒を賜りますようお願い申し上げます。

卒業証書授与式・入学式の報告

フィオーレ KOGA 看護専門学校　副校長　園田 清美



新任医師紹介

 この度古賀総合病院の泌尿器科医師として赴
任いたしました、田代尚己です。排尿に関する
お困り事をはじめ、泌尿器科的なトラブルがあ
りましたらいつでも当科へ気軽にご相談くださ
い。よろしくお願いいたします。

泌尿器科

田代　尚己 先生

　腎臓内科4年目の谷口真典と申します。古賀総
合病院に来たのは初めてで慣れないことも多い
ですが、病院に求められているニーズを考えな
がらできることを行っていく次第です。よろしくお
願いします。

腎臓内科

谷口　真典 先生

　4月より古賀総合病院で勤務させていただくこ
とになりました、積島 宏昂と申します。1年ぶりに
戻ってくることとなりました。宮崎市の糖尿病・内
分泌診療に貢献するため研鑽を積んでいきたい
と思います。どうぞよろしくお願いいたします。

　宮崎出身でありますが、大学時代から長崎で
過ごし、長崎大学病院消化器内科の医局員とし
て勤務しておりました。そろそろ帰郷をと考えて
いたこともあり今年度より古賀総合病院で勤務
することとなりました。宮崎の医療に貢献できる
よう努めていきたいと思います。

内分泌代謝内科 

積島　宏昴 先生

　４月から内分泌代謝内科へ赴任しました。宮
崎市出身です。生まれ育った宮崎で、地域に貢
献できるよう精一杯頑張ります。日々学ぶ努力
を忘れず精進します。何卒よろしくお願い申し上
げます。

内分泌代謝内科

積島　愛加理 先生

　４月より消化器内科で勤務しております医師
６年目の八瀨尾祐斗と申します。地元宮崎で地
域医療に貢献できるように日々精進しておりま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

消化器内科

八瀨尾　祐斗 先生

消化器内科

新谷　和貴 先生
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新任医師紹介

　4月より初期研修医として勤務させていただ
きます、和田将晴と申します。皆様から信頼され
る医師を目指し、宮崎の医療に貢献していける
よう、日々精進してまいります。よろしくお願いい
たします。

 4月より呼吸器内科専攻医として赴任いたしま

した、濱廣優輝と申します。地域の皆様に貢献で

きる医療を提供できるよう、精一杯務めて参り

ます。どうぞよろしくお願いいたします。

　医師国家試験を臨月で受験し、0歳と1歳の息
子を育てながら初期研修をスタートしました。2
年間の研修を終え、4月から腎臓内科専攻医と
して古賀総合病院で勤務しています。地域の方
々に貢献できるように研鑽を積んで参りますの
で、どうぞよろしくお願い致します。

研修医

和田　将晴 先生

　4月から入職しました初期研修医の桑原雄夢
と申します。もし自分が患者さんの立場だったら
という視点を持ちながら、患者さんと共に歩んで
いければと考えております。身体になるべく負担
の少ない治療ができるように取り組んで参りま
す。どうぞよろしくお願い申し上げます。

研修医

桑原　雄夢 先生

腎臓内科

上田　紗稀 先生

呼吸器内科

濱廣　優輝 先生

・ 小田　祐一郎  先生 

・ 岡田　天紋  先生 

・ 菊池　幸  先生 ・ 別府　拓海  先生 

・ 野中　智仁  先生 ・ 沼田　翔英  先生 

・ 木村　友哉  先生 ・ 松浦　亮太  先生 ・ 田中　智章  先生 

・ 山下　遥大  先生 

【  2026 年 3 月末退職医師  】 

・ 山﨑　颯斗  先生 

新任医師紹介

医師国家試験を臨月で受験し 0歳と1歳の息

腎臓内科腎

上田　紗稀 先生

呼吸器内科呼

濱廣　優輝 先生

　4月から入職しました
と申します。もし自分が患
という視点を持ちながら
いければと考えておりま
の少ない治療ができる
す。どうぞよろしくお願い



地域医療連携室からのご案内地域医療連携室からのご案内

理念理念

基本方針基本方針

関連施設関連施設

お知らせお知らせ

＜お知らせ＞
◎ 泌尿器科、皮膚科は予約制です。患者さんから病院あてにお気軽にご連絡ください。（※）
　 古賀総合病院代表：0985-39-8888　（平日　14：00～17：00）
◎ 消化器内科、内分泌代謝内科、呼吸器内科は予約制です。
　 患者さんから内科外来あてにお気軽にご連絡ください。（※）
　 内科外来直通：0985-39-0412　（平日　14：00～17：00）
※ 急患に関してはこの限りではありません。

＜今後の研修予定＞
◎ 研修のご案内は随時お知らせしてまいります。
＊ お問い合わせ直通：0985-39-8952　FAX：0985-39-0372　Email：kgh-renkei@kgh.or.jp
＊ 受付時間：平日 8時30分 ～ 17時00分

〒880-0041 宮崎県宮崎市池内町数太木 1749-1　
TEL 0985-39-8888　FAX 0985-39-0067
 E-mail  info@kgh.or.jp
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【フィオーレ KOGA】
　 〒880-0812 宮崎市高千穂通 2-7-14

・古賀駅前クリニック (1F)　　　　　　　　　
　TEL　0985-22-2111　 FAX　0985-23-9598
・古賀駅前クリニック健診センター (2F)　　　
　TEL　0985-22-2112　FAX　0985-32-0317
・メディカルフィットネスフィオーレ (3F)　 
　TEL    0985-22-2113　FAX　0985-22-2791

【フィオーレ KOGA 看護専門学校】
〒880-0879 宮崎市宮崎駅東 2丁目 2-10
TEL 0985-38-8010　FAX　0985-38-8020

【介護老人保健施設　春草苑】
〒880-0041 宮崎市池内町数太木 1749-1 　　　 
TEL 0985-39-8899 　FAX   0985-39-8978

【古賀在宅ケアセンター】　
    〒880-0041 宮崎市池内町数太木 1763-3
　・古賀訪問看護ステーション　あおぞら　　　　         
　　TEL　0985-39-8127　 FAX   0985-39-9160
　・居宅介護支援事業所　古賀ケアプランセンター 
TEL　0985-39-9150　FAX   0985-39-9160 

日頃より、当院をご利用いただき誠にありがとうございます。
このたび、 循環器内科・甲状腺外科 の初診対応につきまして、令和8年4月1日より予約制とさせていただきます。
誠に申し訳ございませんが、何卒皆様のご理解とご協力をお願いいたします。
予約は下記の番号にて承ります。

●循環器内科 ： 【 内科予約専用電話 】 0985-39-0412　 （平日　14：00～17：00）
●甲状腺外科 ： 【 代表番号 】 0985-39-8888　 （平日　14：00～17：00）


